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組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

年
末
年
始
も
住
民
の
命
、
暮

ら
し
を
守
る
た
め
日
夜
奮
闘
さ

れ
た
み
な
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

24
時
間
・
3
6
5
日
、
止
ま

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
が
自

治
体
業
務
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

職
場
の
人
員
体
制
を
し
っ
か
り

と
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
元
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
に
続
き
、

翌
日
に
は
羽
田
航
空
機
事
故
と

波
乱
の
年
明
け
と
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
公
共
の
役
割
の
重

要
性
が
認
識
さ
せ
ら
れ
た
1
年

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
襲
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
1
年
が
経
過
し
て
も
、

今
な
お
復
旧
・
復
興
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
、
5
月

に
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
と
し

て
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、

倒
壊
家
屋
の
処
理
す
ら
で
き
な

い
地
震
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で

し
た
。
被
災
自
治
体
で
は
、
自

治
体
労
働
者
が
自
ら
も
被
災
者

と
な
り
な
が
ら
も
、
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
懸
命

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
有
事
に
対
応
で
き

る
職
員
数
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

背
景
に
は
、
新
自
由
主
義
・
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
を
推
進
す

る
政
治
が
、
公
務
公
共
体
制
を

破
壊
し
、
定
数
削
減
な
ど
の
労

働
条
件
を
悪
化
さ
せ
、
地
域
住

民
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
き
ま

し
た
。
今
こ
そ「
公
共
の
再
生
」

に
む
け
た
運
動
が
急
務
と
言
え

ま
す
。

ま
ず
は
、
職
場
で
今
「
何
が

問
題
な
の
か
」
「
何
が
必
要
な

の
か
」
、
を
よ
り
多
く
の
職
員

と
対
話
し
、
労
働
組
合
と
し
て

要
求
に
し
て
い
く
こ
と
な
し

に
、
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。
公

務
員
と
い
え
ど
も
、
ひ
と
り
の

労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
労
働
組
合
に
結
集
す
る
こ

と
が
課
題
解
決
の
道
で
あ
る
こ

と
を
、
広
く
訴
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

自
治
体
労
働
組
合
と
し
て
、

住
民
の
命
・
暮
ら
し
を
守
る
と

と
も
に
、
戦
後
80
年
の
節
目
と

し
て
、
平
和
な
日
本
・
東
京
を

ご
一
緒
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

特
別
区
で
児
童
相
談
所
（
児
相
）
が
2
0
2
0
年
に
世
田
谷

区
と
荒
川
区
で
開
設
し
、
現
在
9
区
に
広
が
り
ま
し
た
。
児
相

と
一
時
保
護
所
で
働
く
組
合
員
に
公
的
福
祉
の
現
場
の「
い
ま
」

を
聞
き
ま
し
た
。

前列左から （敬称略）
志賀恵子・井手尾理沙・長谷
部稔（豊島区職労・児童相談
課）
小川一城（板橋区職労・児童
相談所）

後列左から
吉松茂貴（世田谷区職労・児
童相談所）
川崎裕子・福田優子（文京区
職労・児相開設準備室）
矢口美誇子（板橋区職労・子
ども家庭総合支援センター）

定
数
以
上
の
配
置
が

必
須

二
見

児
相
開
設
か
ら
現
在

ま
で
の
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

吉
松

特
別
区
初
の
開
設
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
事
前
の

派
遣
研
修
や
都
他
児
相
か
ら
の

派
遣
職
員
な
ど
の
万
全
の
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
開

設
か
ら
5
年
、
派
遣
職
員
が
戻

る
な
ど
持
続
可
能
な
人
材
確
保

が
重
要
な
課
題
で
す
。

矢
口

開
設
当
初
は
ど
の
課

で
も
想
定
ど
う
り
と
は
い
か

ず
、
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
、
児
相
部
門
で
は
定
数
以
上

の
配
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
係
長
が
任
期
付
き
で
あ

っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

（
Ｓ
Ｖ
）
の
人
数
も
充
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
自
区
職

員
の
育
成
が
課
題
で
す
。

小
川

一
時
保
護
所
は
常
に

施
設
定
員
が
超
過
状
態
で
す
。

他
区
の
派
遣
職
員
が
戻
る
と
、

確
実
に
人
手
が
足
り
ま
せ
ん
。

志
賀

板
橋
と
同
じ
く
、
定

数
以
上
の
配
置
が
な
い
と
成
り

立
た
た
な
い
職
場
で
す
。
係
長

も
含
め
全
職
員
体
制
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

井
手
尾

開
設
当
初
は
職
員

不
足
で
残
業
も
多
く
疲
弊
し
ま

し
た
。
死
亡
事
故
に
も
繋
が
り

か
ね
な
い
重
篤
な
ケ
ー
ス
や
、

怒
鳴
り
込
む
親
、
裁
判
案
件
な

ど
緊
張
が
抜
け
ず
、
精
神
的
に

重
圧
で
し
た
。
今
年
度
は
職
員

が
増
え
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｖ
配
置

は
足
り
ま
せ
ん
。

福
田

文
京
区
は
2
0
2
2

年
開
設
予
定
を
、
Ｓ
Ｖ
や
専
門

職
員
の
確
保
困
難
を
理
由
に
2

0
2
5
年
に
延
期
。
そ
の
間
、

職
員
は
各
派
遣
先
で
学
び
、
経

験
を
積
ん
で
、
準
備
し
て
い
ま

す
。川

崎

人
員
確
保
が
課
題
の

中
、
育
休
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
は

大
変
で
は
な
い
で
す
か
。

吉
松

開
設
当
初
は
勢
い
と

使
命
感
を
も
っ
て
一
致
団
結
し

て
、
業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

最
近
感
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
配
置
が
不
可
欠
と
い

う
こ
と
で
す
。
若
い
職
員
が
多

く
産
休
、
育
休
が
重
な
る
と
周

り
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
も

の
の
、
休
む
こ
と
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
る
の
も
良
く
な
い

こ
と
で
す
。

「
心
に
ふ
れ
る
仕
事
」

土
台
は
支
え
合
い

二
見

メ
ン
タ
ル
対
応
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

矢
口

現
在
保
護
課
で
は
、

福
祉
系
大
学
教
授
に
よ
る
Ｓ
Ｖ

研
修
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
悩
み
を
吐
き
出
せ
る
場
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
心
理
職
が
職
員

の
話
を
聞
き
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
る
な
ど
、
職
員
同
士
支
え

合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

志
賀

（
産
業
医
面
接
も
あ

り
ま
す
が
）
、
同
じ
職
場
の
保

健
師
が
職
員
の
健
康
も
気
に
か

け
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
明
る
い

未
来
を
継
ぐ
職
場

二
見

や
り
が
い
を
感
じ
る

の
は
ど
ん
な
時
で
す
か

志
賀

相
談
し
て
よ
か
っ

た
、
あ
り
が
と
う
の
一
言
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
一
緒
に

働
く
仲
間
の
熱
意
に
も
励
ま
さ

れ
ま
す
。
児
相
の
1
年
は
他
の

3
年
と
言
わ
れ
る
程
大
変
。
で

も
、
や
り
が
い
を
実
感
で
き
る

仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

井
手
尾

そ
の
子
の
一
生
に

関
わ
る
特
別
養
子
縁
組
は
重
責

で
す
が
、
縁
組
が
成
立
し
た
時

は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

小
川

大
人
へ
の
不
信
感
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
ど
も
に
、

信
頼
感
が
芽
生
え
て
き
た
様
子

は
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。最
終
的
に
家
庭
に
戻
る
時
、

自
区
に
一
時
保
護
所
や
児
相
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
強

く
感
じ
ま
す
。

矢
口

ベ
テ
ラ
ン
職
員
で
も

対
応
に
苦
慮
す
る
こ
ど
も
に
、

新
人
職
員
が
必
死
で
向
き
合
う

姿
に
日
々
感
心
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
が
少
し
ず
つ
心
を
開
く

姿
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

川
崎

開
設
準
備
室
で
は
若

手
職
員
た
ち
の
士
気
が
と
て
も

高
く
、
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
色
々
困
難
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
一
緒
に
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

吉
松

自
治
体
業
務
の
民
間

委
託
が
進
む
中
、
福
祉
分
野
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
児
相

や
一
時
保
護
所
は
、
公
的
福
祉

の
役
割
が
残
さ
れ
た
大
切
な
職

場
で
す
。
専
門
職
と
し
て
や
り

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
で
あ

り
、経
験
者
の
力
が
必
要
で
す
。

児
相
は
、
虐
待
対
応
だ
け
で
な

く
、
特
別
養
子
縁
組
の
里
親
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
夢
や
希

望
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

二
見

労
働
組
合
を
通
じ
て

実
現
し
た
い
こ
と
は

矢
口

子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
分
会
の
テ
ー
マ
は

「
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
作

り
」
。
長
時
間
労
働
や
ス
ト
レ

ス
の
改
善
に
む
け
て
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
職
員
が
や

り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
谷
部

組
合
は
、
問
題
が

起
き
た
と
き
、
き
ち
ん
と
組
合

員
を
守
り
応
援
し
て
く
れ
る
組

織
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

志
賀

夜
間
の
対
応
も
あ

り
、
仕
事
に
見
合
う
給
与
や
長

時
間
労
働
の
改
善
な
ど
、
声
を

上
げ
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

井
手
尾

児
相
が
ど
れ
だ
け

大
変
か
を
、
組
合
の
機
関
紙
等

か
ら
の
情
報
で
区
全
体
に
伝
わ

る
の
で
、
そ
こ
か
ら
労
働
環
境

改
善
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

福
田

児
相
や
一
時
保
護
所

職
員
の
経
験
値
を
高
め
る
必
要

性
か
ら
、
都
や
特
別
区
間
で
異

動
交
流
で
き
れ
ば
、
人
材
確
保

や
育
成
に
も
役
立
つ
の
で
そ
う

し
た
制
度
を
求
め
た
い
で
す
。

二
見

痛
ま
し
い
事
件
が
起

こ
る
と
、
児
相
が
マ
ス
コ
ミ
に

叩
か
れ
ま
す
。
事
件
が
起
こ
ら

な
い
こ
と
が
大
前
提
で
す
が
、

何
か
あ
っ
た
時
に
職
場
や
職
員

を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
問
題
の

要
因
を
き
ち
ん
と
発
信
し
て
い

く
、
そ
う
い
う
労
働
組
合
で
あ

り
、
自
治
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
強
く
願
い
ま
す
。

聞き手 二見清一（社会福祉部会）

韓
国
の
「
非

常
戒
厳
令
」
の

一
連
の
動
き
を

見
て
、
日
本
と

韓
国
の
と
て
つ

も
な
く
大
き
な

違
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
▼
違

い
の
第
一
は
、
戒
厳
令
宣
布
の

直
後
か
ら
国
会
前
に
大
勢
の
市

民
が
集
ま
り
、
軍
の
国
会
突
入

を
阻
止
し
、
尹
大
統
領
の
辞
任

を
求
め
る
大
運
動
を
韓
国
全
土

で
展
開
し
た
市
民
の
底
力
▼
第

二
は
、
大
統
領
の
指
示
を
受
け

た
軍
の
対
応
。
司
令
官
は
「
兵

士
に
実
弾
を
与
え
る
な
」
「
国

民
に
被
害
が
生
ま
れ
て
は
な
ら

な
い
」等
、
大
統
領
指
示
に「
抗

命
」
し
、
現
場
の
特
殊
部
隊
司

令
官
は
謝
罪
し
辞
任
▼
第
三

は
、
こ
う
し
た
事
実
を
語
っ
た

軍
の
司
令
官
と
野
党
の
国
会
議

員
と
の
対
談
を
Ｔ
Ｖ
が
30
分
生

中
継
し
た
▼
第
四
は
、
大
統
領

の
逮
捕
状
が
発
付
▼
公
文
書
を

公
然
と
改
竄
し
、
そ
れ
が
不
問

に
付
さ
れ
て
い
る
日
本
と
の
大

き
な
違
い
が
何
故
生
ま
れ
た
の

か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
今
年
の
正

月
で
あ
っ
た
▼
韓
国
の
民
主
主

義
は
、
日
韓
併
合
時
か
ら
1
9

8
0
年
5
月
の
光
州
事
件
ま
で

脈
々
と
続
い
て
き
た
▼
民
衆
の

闘
い
で
、
数
知
れ
な
い
犠
牲
の

上
で
勝
ち
取
ら
れ
た
▼
日
本
の

民
主
主
義
は
、
敗
戦
と
い
う
大

も
た
ら

き
な
犠
牲
で
齎
さ
れ
た
の
で
は

あ
る
が
民
衆
の
運
動
の
結
果
で

は
な
い
点
が
大
き
な
違
い
▼
も

う
一
つ
、
韓
国
で
政
権
交
代
が

頻
繁
に
あ
る
点
。
官
僚
も
軍
も

時
の
権
力
者
へ
の
忖
度
は
、
国

家
犯
罪
者
と
な
る
危
険
が
付
き

ま
と
う
▼
日
本
も
政
権
交
代
を

起
こ
し
て
、
韓
国
の
民
主
義
に

近
づ
き
た
い
た
も
の
だ

職員一丸で「こどもを守る」職員一丸で「こどもを守る」
児
童
相
談
所
・
一
時
保
護
所
で

働
く
組
合
員
座
談
会

児
童
相
談
所
・
一
時
保
護
所
で

働
く
組
合
員
座
談
会

新春目
の
前
の
困
難
を
抱
え
た
こ
ど
も
を
救
い
た
い
―

2025年
新年あいさつ
2025年
新年あいさつ

対
話
と
学
び
合
い
を
職
場
の
隅
々
か
ら
進

め
、労
働
組
合
を
強
く
、大
き
く
し
よ
う
！

中
央
執
行
委
員
長

矢
吹
義
則

＆
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東
京
自
治
労
連
が
実
施
し
た
「
働
く
み
ん
な
の
要
求
・
職
場

ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
全
都
で
1
9
、
6
7
6
人
の
公
務
公
共
関

係
労
働
者
か
ら
回
答
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
自

治
労
連
と
協
力
関
係
に
あ
る
中
立
組
合
と
単
組
・
局
支
部
の
奮

闘
に
よ
り
集
約
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
都
内
で
働
く
自
治
体
職
員
を
対
象
に
、
賃
金

や
残
業
、
職
場
で
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
等
を
中
心
に
聞
い
て

い
ま
す
。
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
の
被
害

状
況
に
関
す
る
質
問
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
労
働
組
合
活
動

に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
単
純
集
計
に
加
え「
そ
の
理
由
」

を
自
由
記
述
で
聞
き
、
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
単
純
集
計
の
結

果
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

回
答
者
総
数
は
1
9
、
6
7

6
人
で
し
た
。
う
ち
女
性
職
員

が
1
4
、
1
3
9
人
（
72
％
）

と
圧
倒
的
に
多
く
、男
性
が
5
、

3
8
4
人（
27
％
）

に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
性
別
無

回
答
は
1
5
3
人

（
1
％
）で
し
た
。

回
答
者
の
雇
用

形
態
で
は
正
規
公

務
員
が
全
体
の
58

・
4
％
（
1
1
、

4
2
6
人
）
と
過

半
数
で
し
た
。
内

訳
で
見
る
と
、
女

性
が
7
、
3
8
5

人
で
、男
性
が
3
、

9
5
7
人
で
し

た
。
会
計
年
度
職

員
の
回
答
者
は
パ

ー
ト
タ
イ
ム
が
5
、2
8
0
人
、

フ
ル
タ
イ
ム
が
9
0
5
人
、
合

計
で
6
、
1
8

5
人
（
31
％
）

で
し
た
。
会
計

年
度
任
用
職
員

の
男
女
構
成
は

女
性
が
5
、
2

4
6
人
、
男
性

が
8
9
3
人

で
、
女
性
が
圧

倒
的
に
多
い
傾

向
で
し
た
。

再
任
用
・
再

雇
用
で
は
、
再

任
用
が
8
3
7

人
、
再
雇
用
が

70
人
、
合
計
9

0
7
人
（
4
・

6
％
）で
し
た
。

再
任
用
・
再
雇

用
の
回
答
者
の

性
別
で
は
60
代

以
上
の
女
性
が

多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
派

遣
労
働
者
（
0
・
4
％
）
や
委

託
（
1
・
1
％
）
な
ど
の
職
員

の
回
答
割
合
は
わ
ず
か
で
し

た
。

回
答
者
の
年
代
は
、50
代（
27

・
4
％
）
と
60
代
（
18
・
4
％
）

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

20
代（
16
・
5
％
）と
30
代（
17

・
4
％
）
は
比
較
的
少
な
く
、

若
手
職
員
の
割
合
が
低
い
傾
向

で
す
。
10
代
（
0
・
1
％
）
と

70
代
（
3
・
9
％
）
の
回
答
は

わ
ず
か
で
し
た
。

職
種
で
は
事
務
職
が
最
も
多

く
、6
、1
8
2
人
全
体
の
主
要

部
分
を
占
め
ま
し
た
。
続
い
て

保
育
士
等（
4
、6
0
5
人
）、看

護
師
・
助
産
師
（
1
、
7
5
9

人
）と
福
祉
・
医
療
系
職
種
が
多

く
見
ら
れ
、
シ
ス
テ
ム
技
術
や

専
門
職（
建
築
・
土
木
・
電
気
な

ど
）
は
比
較
的
少
数
で
し
た
。

回
答
者
数
が
多
い
年
代
と
性

別
は
、
正
規
職
員
の
女
性
で
し

た
。
回
答
者
数
が
最
も
多
い
順

で
、
50
代
女
性
が
全
体
の
22
％

で
し
た
。次
い
で
60
代
女
性（
14

％
）、
40
代
女
性
（
12
％
）
で
し

た
。
男
性
で
回
答
者
数
が
多
い

の
は
30
代
（
7
％
）、
50
代
（
5

％
）、
20
代（
5
％
）で
し
た
。

雇
用
形
態
の
年
代
、
性
別
で

回
答
割
合
が
高
い
の
は
、
正
規

職
員
50
代
女
性
で
10
・
69
％
、

次
い
で
正
規
雇
用
20
代
女
性
が

9
・
64
％
、
正
規
雇
用
30
代
女

性
が
8
・
50
％
で
し
た
。

デ
ー
タ
網
羅
性
の
点
で
見
る

と
、
回
答
者
の
割
合
が
雇
用
形

態
と
年
代
で
偏
り
が
あ
り
ま

す
。
各
設
問
の
回
答
者
全
体
の

結
果
の
み
で
、
公
務
公
共
労
働

者
の
全
体
の
傾
向
と
し
捉
え
な

い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

回
答
者
の
う
ち
労
働
組
合
加

入
者
が
58
・
7
％
（
1
1
、
4

6
0
人
）
と
過
半
数
で
し
た
。

し
か
し
、「
わ
か
ら
な
い
」「
組

合
が
あ
る
が
加
入
し
て
い
な

い
」
と
い
う
回
答
者
が
約
4
千

人
（
20
％
以
上
）
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
組
合
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
組
合
へ
の
関
心
や

理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
ま
す
。

月
給
制
が
91
・
8
％
と
圧
倒

的
で
し
た
。
日
給
制
や
時
給
制

は
ご
く
少
数（
1
・
6
％
程
度
）

で
し
た
。
自
分
が
主
た
る
生
計

者
で
あ
る
割
合
が
50
・
1
％

（
9
、
8
4
4
人
）
で
し
た
。

配
偶
者
や
親
が
主
な
生
計
者
で

あ
る
場
合
は
27
・
7
％
（
5
、

4
4
4
人
）
、
自
分
を
含
む
複

数
生
計
者
も
22
・
1
％
（
4
、

3
4
3
人
）
と
分
散
し
て
い
ま

し
た
。

勤
務
先
は
本
庁
外
勤
務
が
65

・
6
％
（
1
2
、
7
1
4
人
）

と
多
く
、
本
庁
内
勤
務
は
27
・

1
％
（
5
、
2
5
4
人
）
で
し

た
。
民
間
な
ど
そ
の
他
勤
務
先

は
7
・
3
％
と
少
数
で
し
た
。

「
雇
用
形
態
別
の
主
た
る
家

計
の
割
合
」
の
ク
ロ
ス
集
計
を

行
い
ま
し
た
。
結
果
、
安
定
し

た
雇
用
形
態
（
正
規
公
務
員
、

再
任
用
公
務
員
）
で
は
、
「
自

分
」
が
主
た
る
家
計
者
と
な
る

割
合
が
高
く
、
「
配
偶
者
・
親

等
」
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
や
臨
時
雇
用
で

は
、
「
配
偶
者
・
親
等
」
が
主

た
る
生
計
と
な
る
割
合
が
高

く
、
自
立
的
な
家
計
維
持
が
難

し
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

雇
用
の
安
定
性
と
家
計
負
担
の

分
担
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
ま
す
。

「
自
分
」
が
主
た
る
生
計
の

割
合
で
最
も
高
い
の
は
「
再
任

用
公
務
員
（
65
・
2
％
）
」
、

続
い
て
「
外
郭
団
体
関
連
（
64

・
6
％
）
」
、
「
正
規
公
務
員

（
57
・
7
％
）」
、
「
再
雇
用
公

務
員（
55
・
7
％
）」で
し
た
。

「
派
遣
労
働
者
（
46
・
9
％
）
」

「
委
託
・
請
負
・
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
（
47
・
5
％
）
」
な
ど
の
非

正
規
雇
用
で
は
、
自
分
が
主
た

る
生
計
者
と
な
る
割
合
が
や
や

低
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

「
配
偶
者
・
親
等
」
が
主
た

る
生
計
の
割
合
で
は
、
「
外
郭

関
連
団
体
臨
時
（
53
・
5
％
）
」

と
「
会
計
年
度
任
用
職
員
（
短
）

（
52
・
1
％
）
」
が
高
い
傾
向

で
し
た
。
特
に
非
正
規
・
臨
時

雇
用
で
は
配
偶
者
や
親
が
主
た

る
生
計
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
正
規

公
務
員
（
16
・
7
％
）
、
再
任

用
公
務
員（
12
・
2
％
）な
ど
、

安
定
し
た
雇
用
形
態
で
は
こ
の

割
合
が
低
い
傾
向
で
し
た
。

「
自
分
を
含
む
複
数
」
が
主

た
る
生
計
の
割
合
で
は
「
正
規

公
務
員
（
25
・
5
％
）
」
が
最

も
高
く
、「
再
任
用
公
務
員（
22

・
6
％
）
」
「
外
郭
団
体
関
連

団
体
（
22
・
1
％
）
」
も
比
較

的
高
い
傾
向
で
し
た
。
「
外
郭

関
連
団
体
体
臨
時（
14
・
9
％
）」

「
派
遣
労
働
者
（
16
・
0
％
）
」

な
ど
で
は
低
い
傾
向
で
し
た
。

「
ま
あ
ま
あ
だ
」
と
回
答
し

た
職
員
が
最
も
多
く
、
約
41
％

で
し
た
。
し
か
し
、
「
か
な
り

苦
し
い
」
「
や
や
苦
し
い
」
の

回
答
し
た
職
員
比
率
を
合
わ
せ

る
と
半
数
以
上
と
な
る
約
52
％

が
、
生
活
実
感
を
「
苦
し
い
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
か

な
り
余
裕
が
あ
る
」
は
0
・
7

〜
0
・
8
％
と
ご
く
少
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
5

年
の
推
移
を
み
る
と
、
「
か
な

り
苦
し
い
」
は
、
や
や
減
少
傾

向
で
、
「
や
や
苦
し
い
」
は
ほ

ぼ
横
ば
い
。
「
や
や
ゆ
と
り
が

あ
る
」
は
わ
ず
か
に
減
少
し
、

か
な
り
ゆ
と
り
は
あ
る
は
ほ
ぼ

変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
活
実
感
の
苦
し
さ
に
改
善
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
代
別
の
傾
向
で
は
、
若
年

層
か
ら
高
齢
層
ま
で
大
き
な
差

異
が
な
く
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向

で
し
た
。
ど
の
年
代
も
共
通
し

て
「
か
な
り
苦
し
い
」
「
や
や

苦
し
い
」
と
感
じ
る
割
合
が
高

く
、
公
務
労
働
者
の
生
活
は
継

続
し
て
苦
し
い
状
況
が
み
ら
れ

ま
す
。

○
年
収
の
増
減

年
収
増
減
の
状
況
は
「
増
え

た
」が
最
多
で
42
・
8
％（
8
、

3
8
8
人
）
、
僅
差
で
「
変
わ

ら
な
い
」
が
40
・
8
％
（
7
、9

9
3
人
）
で
し
た
。
「
減
っ
た
」

は
16
・
3
％
（
3
、1
9
7
人
）

で
比
較
的
少
数
派
で
し
た
。

雇
用
形
態
別
で
は
、
収
入
が

「
増
え
た
」
割
合
は
、
正
規
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
（
フ

ル
タ
イ
ム
）
の
50
％
以
上
で
収

入
増
加
率
が
高
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
（
パ

ー
ト
タ
イ
ム
）
は
35
・
5
％
で

低
め
で
し
た
。

年
収
が
「
変
わ
ら
な
い
」
の

回
答
は
会
計
年
度
任
用
職
員

（
短
）
の
割
合
が
最
も
高
く
、

45
・
4
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

正
規
公
務
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員（
フ
ル
タ
イ
ム
）で
は「
変

わ
ら
な
い
」
の
割
合
が
や
や
低

（
2
）年
代
・
職
種
…
50
、
60
代

が
多
数

東京自治労連2024年
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に
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代
」
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・
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生
計
者
」
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い
傾
向
で
し
た
。
時
給
が
減
少

し
た
と
答
え
た
割
合
は
、
臨
時

非
常
勤
（
短
時
間
）
が
最
も
高

い
18
・
5
％
で
し
た
。
正
規
公

務
員
の
賃
金
減
少
率
は
9
・
2

％
と
最
も
低
い
結
果
で
し
た
。

正
規
公
務
員
と
会
計
年
度
任

用
職
員（
フ
ル
タ
イ
ム
）は
収
入

が
増
加
し
て
い
る
割
合
が
高

く
、
短
時
間
の
会
計
年
度
任
用

職
員
に
な
る
と
、
賃
金
が
「
減

っ
た
」「
変
わ
ら
な
い
」
の
傾
向

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
雇
用
形
態

に
よ
っ
て
賃
金
の
格
差
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
短
時
間
の
非
常
勤

職
員
に
対
す
る
賃
金
改
善
や
雇

用
安
定
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○「
家
庭
で
必
要
な
加
算
月
額
」

と
「
月
額
賃
金
要
求
」

月
額
「
5
万
円
」
が
最
も
多

く
、
31
・
9
％
（
6
、
0
7
4

人
）
が
必
要
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
「
3
万
円
」
や
「
10
万
円

以
上
」
な
ど
も
比
較
的
多
く
、

全
体
的
に
追
加
の
収
入
が
必
要

と
感
じ
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
「
臨
時
・
非
常
勤

（
短
時
間
）
」
の
層
で
5
万
円

以
上
の
追
加
収
入
を
求
め
る
割

合
が
高
い
傾
向
で
し
た
。

月
額
賃
金
の
要
求
で
最
も
多

い
要
求
額
は
「
1
万
円
」
（
3

8
9
8
人
）、
次
は
「
5
万
円
」

（
3
1
7
4
人
）で
あ
っ
た
。「
2

万
円
」
や「
3
万
円
」
の
賃
金
引

き
上
げ
要
求
も
一
定
数
存
在
し

て
お
り
、
大
多
数
が
賃
金
引
き

上
げ
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
一

方
、「
5
千
円
未
満
」
は
少
数
派

（
4
3
2
人
）
で
、
維
持
を
求

め
る
人
は
5
0
4
人
で
し
た
。

不
払
い
残
業
が
「
あ
る
」
は

32
・
2
％
（
6
2
4
8
人
）
、

不
払
い
残
業
が
「
な
い
」
63
・

5
％（
1
2
3
3
2
人
）、「
わ

か
ら
な
い
」
4
・
4
％
（
8
4

9
人
）
で
し
た
。

年
度
推
移
（
2
0
2
3
年
〜

2
0
2
5
年
）
で
は
、
不
払
い

残
業「
あ
る
」の
割
合
は
、
2
0

2
3
年（
33
・
9
％
）か
ら
2
0

2
4
年（
31
・
8
％
）、
2
0
2

5
年（
32
・
2
％
）と
大
き
な
変

化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
不
払
い

残
業
「
な
い
」
の
割
合
は
、
2

0
2
3
年（
62
・
1
％
）か
ら
2

0
2
4
年（
63
・
9
％
）、
2
0

2
5
年（
63
・
5
％
）と
微
増
傾

向
で
し
た
。
「
わ
か
ら
な
い
」

は
年
々
微
増
し
て
い
ま
す
。

不
払
い
残
業
時
間
で
は
、
大

部
分
が
「
10
時
間
未
満
」
の
範

囲
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
（
約
70

％
）
。
1
0
0
時
間
以
上
の
不

払
い
残
業
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
も
確
認
で
き
ま
す
。

不
払
い
残
業
の
理
由
は
、
短

時
間
の
残
業
だ
か
ら
（
2
6
4

6
人
）
、
申
請
し
づ
ら
い
雰
囲

気
が
あ
る
（
2
1
9
8
人
）
、

自
分
の
仕
事
が
遅
い
た
め
（
1

1
5
6
人
）
、
持
ち
帰
り
の
残

業
だ
か
ら
（
9
7
8
人
）
、
事

前
申
請
で
き
な
か
っ
た
（
8
3

5
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残

業
を
申
請
し
に
く
い
仕
組
み
に

よ
っ
て
、
不
払
い
残
業
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
短
時
間
の
残
業
は

切
り
捨
て
ら
れ
る
な
ど
、
職
場

の
労
働
時
間
の
把
握
と
管
理
の

仕
組
み
や
手
続
き
上
の
問
題
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
「
申
請
し

づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
と
い

っ
た
、
組
織
文
化
的
課
題
も
み

ら
れ
ま
す
。

雇
用
形
態
別
不
払
い
残
業
時

間
で
は
、
正
規
公
務
員
は
他
の

雇
用
形
態
と
比
較
し
て
長
時
間

労
働
の
割
合
が
高
く
み
ら
れ
ま

す
。雇

用
形
態
別
不
払
い
残
業
理

由
で
は
、
正
規
公
務
員
は
「
短

時
間
の
残
業
」
と
「
申
請
し
づ

ら
い
雰
囲
気
」
が
突
出
し
て
い

ま
す
。
派
遣
労
働
者
は
「
申
請

し
づ
ら
い
雰
囲
気
」
の
割
合
が

特
に
高
い
傾
向
で
し
た
。
再
任

用
公
務
員
で
も
「
短
時
間
の
残

業
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
が
一

定
数
み
ら
れ
ま
し
た
。

不
払
い
残
業
は
違
法
で
す
。

し
か
し
、
「
短
時
間
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
、
労
働
時
間
を

切
り
捨
て
て
い
る
状
況
が
依
然

と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
労
働

時
間
が
短
い
場
合
で
も
適
正
に

手
続
き
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
と
、
短
時
間
で
も
労
働
で
あ

る
と
い
う
意
識
の
醸
成
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
申

請
し
づ
ら
い
雰
囲
気
」
が
あ
る

こ
と
で
、
申
請
を
し
た
く
て
も

諦
め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
が

あ
り
ま
す
。
超
勤
は
短
時
間
で

も
申
請
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、

労
働
時
間
の
把
握
と
管
理
は
使

用
者
責
任
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
労
務
管
理
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。

「
残
業
な
し
」が
最
も
多
く
、

7
、
4
8
0
人（
38
・
4
％
）、

次
い
で「
10
時
間
未
満
」が
6
、

9
3
1
人
（
35
・
5
％
）
で
し

た
。過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る「
60

時
間
以
上
」
の
長
時
間
残
業
を

し
て
い
る
人
も
2
0
4
人
（
約

1
％
）
存
在
し
て
い
ま
す
。

大
半
が
残
業
時
間
は
少
な
い

も
の
、
一
部
に
長
時
間
残
業
の

過
重
労
働
を
し
て
い
る
層
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
回

答
者
の
割
合
で
、
残
業
時
間
が

最
も
多
い
年
代
で
あ
る
20
代
、

30
代
の
回
答
が
少
な
い
こ
と
か

ら
も
、
正
規
公
務
員
全
体
の
傾

向
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

6
〜
21
日
未
満
の
範
囲
に
全

体
の
77
％（
1
4
、5
8
6
人
）

が
集
中
し
て
い
ま
す
。
最
も
多

い
層
は
「
6
〜
11
日
未
満
」（
27

・
6
％
）で
あ
り
、次
に「
11
〜
16

日
未
満
」（
24
・
6
％
）、
「
16
〜

21
日
未
満
」（
24
％
）。年
休
を
21

日
以
上
取
得
し
て
い
る
人
は
非

常
に
少
な
い
傾
向
で
し
た（
4
・

2
％
）。年
休
取
得
が
ゼ
ロ
は
1

5
5
人（
1
・
3
％
）と
わ
ず
か

で
す
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

○
発
生
頻
度

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
カ
ス
ハ
ラ
）
が
「
頻
繁
に
あ

る
」
「
時
々
あ
る
」
の
合
計
割

合
を
み
る
と
、
正
規
職
員
で
は

「
頻
繁
に
あ
る
」
8
8
2
件
（
7

・
7
％
）
と
「
時
々
あ
る
」
4

7
9
6
件
（
42
％
）
を
合
わ
せ

て
49
・
7
％
が
カ
ス
ハ
ラ
を
う

け
て
い
ま
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
（
短
）

で
は
、
合
計
19
・
1
％
、
会
計

年
度
任
用
職
員（
フ
ル
タ
イ
ム
）

は
26
・
6
％
、
合
計
40
・
7
％

で
し
た
。
最
多
は
外
郭
団
体
正

規
職
員
で
52
％
で
し
た
。
正

規
職
員
と
外
郭
団
体
正
規
職

員
で
は
「
受
け
た
こ
と
が
な

い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
低

く
、
カ
ス
ハ
ラ
被
害
率
が
高

い
傾
向
が
み
ら
ま
し
た
。

○
カ
ス
ハ
ラ
の
内
容

カ
ス
ハ
ラ
の
内
容
で
最
も

多
い
種
類
が
、
「
屈
辱
・
大

声
・
威
圧
」で
6
9
4
6
件
、

79
・
1
％
で
し
た
。
次
い
で
、

「
長
時
間
拘
束
」
で
7
2
5

件
、
8
・
3
％
、
「
謝
罪
要

求
」（
2
1
9
件
、
2
・
5
％
）

で
し
た
。

少
数
で
す
が
、
特
異
的
な
カ

ス
ハ
ラ
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
」
全

体
で
30
件（
0
・
3
％
）、（
事

務
職
（
5
件
）
、
看
護
助
産
師

（
5
件
）、保
育
士
等（
9
件
））、

「
金
銭
要
求
」
が
全
体
で
13
件

（
0
・
1
％
）
、
「
暴
行
」
が

全
体
で
35
件
で
し
た
。

最
も
被
害
が
多
い
職
種
の
上

位
3
位
は
、
事
務
職
で
3
、
9

5
9
人
。
次
い
で
、
看
護
・
助

産
師
が
9
6
2
人
、
保
育
士
等

が
1
、
0
7
7
人
で
し
た
。

○
全
体
的
な
評
価
の
傾
向

労
働
組
合
の
肯
定
的
評
価
が

約
半
数
で
あ
る
一
方
、
約
14
％

は
否
定
的
評
価
を
し
て
い
ま
し

た
。雇
用
形
態
別
の
特
徴
で
は
、

正
規
職
員
が「
か
な
り
役
立
つ
」

「
あ
る
程
度
役
立
つ
」
が
50
・

38
％
で
全
体
と
同
水
準
で
し

た
。
「
あ
ま
り
役
立
っ
て
い
な

い
」は
29
・
07
％
と
や
や
高
く
、

正
規
職
員
は
や
や
否
定
的
な
意

見
が
多
い
傾
向
で
し
た
。

会
計
年
度
職
員
（
パ
ー
ト
・

フ
ル
タ
イ
ム
）
は
「
か
な
り
」

と
「
あ
る
程
度
」
が
過
半
数
で

全
体
と
同
水
準
（
短
51
・
7
％

／
フ
ル
56
・
14
％
）
で
し
た
。

否
定
的
な
評
価
は
（
短
26
・
28

％
／
フ
ル
16
・
13
％
）
比
較
的

低
く
、
会
計
年
度
職
員
（
フ
ル

タ
イ
ム
）
が
最
も
組
合
活
動
に

肯
定
的
で
し
た
。
再
任
用
職
員

は
、
肯
定
的
評
価
が
54
・
48
％

で
、
再
任
用
職
員
の
組
合
の
方

が
活
動
に
肯
定
的
で
し
た
。

○
年
代
別
の
特
徴

20
代
は
肯
定
的
評
価
が
46
・

73
％
、
否
定
的
評
価
が
29
・
48

％
で
、
若
年
層
は
他
世
代
と
比

較
し
て
否
定
的
な
評
価
が
や
や

高
い
傾
向
で
し
た
。
30
代
〜
50

代
は
肯
定
的
評
価
が
50
％
以
上

で
、
否
定
的
評
価
は
20
％
未
満

で
あ
り
、
中
堅
層
は
肯
定
的
な

意
見
が
強
い
傾
向
で
し
た
。
60

代
・
70
代
の
高
齢
期
職
員
の
肯

定
的
評
価
は
、
60
代
が
52
・
17

％
、
70
代
が
50
・
71
％
、
否
定

的
評
価
は
、60
代
が
17
・
42
％
、

70
代
が
13
・
29
％
と
高
年
齢
の

職
員
ほ
ど
組
合
へ
の
評
価
が
高

い
傾
向
で
し
た
。

○
職
種
別
の
特
徴

肯
定
的
評
価
が
高
い
職
種

（「
か
な
り
」「
あ
る
程
度
」
の

合
計
50
％
以
上
）
は
図
書
館
員

（
72
％
）、家
庭
奉
仕（
67
％
）、

保
健
師
（
52
％
）
で
し
た
。

否
定
的
評
価
が
高
い
職
種
は

（
「
あ
ま
り
」
「
全
く
」
の
合

計
が
30
％
以
上
）
が
看
護
・
助

産（
28
・
54
％
）建
築
士
等（
26

・
53
％
）
で
し
た
。

○
組
合
加
入

と
組
合
評
価

と
の
相
関

組
合
加
入

状
況
と
の
相

関
は
、
組
合

員
は
肯
定
的

で
未
加
入
者

は
否
定
的
で

し
た
。
組
合

に
加
入
す
る

会
計
年
度
職

員
（
フ
ル
タ

イ
ム
）
や
再

任
用
は
組
合

活
動
に
は
肯

定
的
で
し

た
。
組
合
に

加
入
す
る
正

規
職
員
は
否
定
的
な
意
見
が
や

や
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
組
合

に
加
入
す
る
年
代
で
は
中
堅
層

（
30
〜
50
代
）
が
肯
定
的
な
評

価
が
高
く
、
若
年
層
は
否
定
的

評
価
が
や
や
高
い
傾
向
で
し

た
。
組
合
に
加
入
す
る
教
育
・

福
祉
系
の
職
員
は
組
合
活
動
に

肯
定
的
な
評
価
が
高
く
み
ら
れ

ま
し
た
。

半
数
の
職
員
が
カ
ス
ハ
ラ
被

害
を
受
け
て
お
り
、
特
に
事
務

職
と
福
祉
職
が
高
率
で
し
た
。

「
生
活
実
感
を
「
苦
し
い
」
と

回
答
す
る
職
員
が
半
数
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
賃
金
が
増
加
し

た
職
員
は
約
42
％
、
変
わ
ら
な

い
が
40
％
で
し
た
。
会
計
年
度

任
用
職
員
の
パ
ー
ト
と
再
任
用

職
員
で
は
収
入
が
変
わ
ら
ず
、

賃
金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
賃
金
の
追
加
要
求
で
は
月

5
万
円
が
最
多
で
、
特
に
非
正

規
職
員
ほ
ど
追
加
収
入
要
求
が

高
い
傾
向
で
し
た
。

回
答
者
の
3
割
が
不
払
い
残

業
あ
り
と
回
答
し
て
お
り
、
多

く
が
正
規
職
員
で
し
た
。
残
業

が
「
短
時
間
」
で
あ
る
こ
と
や

「
申
請
し
に
く
い
雰
囲
気
」
を

理
由
に
し
て
い
ま
し
た
。
不
払

い
残
業
は
違
法
で
す
。
改
善
要

求
が
必
要
で
す
。

労
働
組
合
へ
の
評
価
で
は
、

全
体
の
世
代
別
と
職
種
別
で
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
組
合
未
加
入

者
と
若
年
層
で
否
定
的
評
価
が

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
3
）残
業
時
間

３
・
労
働
組
合
へ
の
評
価

（
4
）「
不
払
い
残
業
」3
割
超

ま
と
め

（
5
）有
給
休
暇
の
取
得
日
数

（
6
）カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
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12
月
7
日
〜
8
日
、
箱
根
路
開

雲
に
て
2
0
2
5
年
国
民
春
闘
討

論
集
会
を
開
催
し
56
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

組
合
は
楽
し
い
場

記
念
講
演
は
、
講
師
に
全
労
連

事
務
局
長
の
黒
澤
幸
一
氏
を
迎
え

て
「
25
国
民
春
闘

す

べ
て
の
労
働
者
に
賃
上

げ
を
―
自
治
体
労
働
者

の
春
闘
を
た
た
か
う
意

義
を
考
え
る
―
」
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を

交
え
て
行
い
ま
し
た
。

黒
澤
氏
は
「
対
話
と
学

び
あ
い
」
を
組
織
文
化

に
な
る
ほ
ど
に
広
げ
る

こ
と
で
、
組
合
員
の
一

人
一
人
が
当
事
者
意
識

を
も
っ
て
現
場
か
ら
要

求
を
発
信
し
、
ス
ト
ラ

イ
キ
権
を
戦
略
的
に
持

っ
て
、
た
た
か
う
労
働
組
合
に
結

集
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
東
京
自
治
労
連
の
25

年
国
民
春
闘
方
針
（
素
案
）
の
、

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て「『
働

き
が
い
と
魅
力
あ
る
職
場
』
を
つ

く
り
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

『
公
共
を
再
生
』
」
す
る
た
め
に
、

春
闘
期
の
諸
行
動
や
4
月
新
採
の

組
織
拡
大
に
む
け
た
取
り
組
み
が

討
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
組
合
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
プ
ラ
ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
各
単
組

・
局
支
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
学

習
会
や
交
流
（
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽

イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
、
自
治
労
連
共

済
や
労
金
な
ど
、
組
合
が
楽
し
い

場
で
あ
り
役
立
つ
こ
と
を
、
職
員

に
紹
介
し
た
こ
と
で
加
入
促
進
に

つ
な
げ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。青

年
が
組
合
を
語
る

ま
た
、
職
場
委
員
の
活
躍
が
重

要
な
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
青
年
組
合
員
が
自
ら
の
こ
と

ば
で
、
青
年
に
む
け
て
労
働
組
合

を
語
る
こ
と
で
、
組
合
加
入
に
繋

が
り
、
運
動
が
活
性
化
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
世
代
の

担
い
手
の
育
成
は
、
職
場
要
求
の

実
現
に
む
け
た
労
働
組
合
の
運
動

に
必
要
不
可
欠
で
す
。

「
今
の
若
者
は
職
場
の
こ
と
を

相
談
で
き
る
相
手
を
探
し
て
い

る
。
上
司
や
先
輩
だ
け
で
は
な
く

労
働
組
合
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
」
と
の
発
言
も
あ
り
、
組
合
員

・
職
員
と
の
対
話
の
重
要
性
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

詐
欺
の
手
口
は
日
々
進
化
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
近

の
新
し
い
詐
欺
の
手
口
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

1

仮
想
通
貨
詐
欺

「
仮
想
通
貨
の
運
用
を
代
行

す
る
」「
非
公
開
の
仮
想
通
貨
の

新
規
発
行
が
あ
る
」
な
ど
と
い

い
、資
金
を
預
か
る
詐
欺
で
す
。

預
か
っ
た
資
金
や
仮
想
通
貨
を

実
際
に
は
投
資
せ
ず
に
持
ち
逃

げ
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
配

当
を
う
た
っ
て
い
る
場
合
、
最

初
の
数
回
だ
け
配
当
を
振
り
込

ん
で
安
心
さ
せ
、
さ
ら
に
追
加

で
多
額
の
資
金
を
投
資
さ
せ
る

よ
う
な
手
口
も
あ
り
ま
す
。

2

国
際
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
人

か
ら
結
婚
や
恋
愛
感
情
を
エ
サ

に
多
額
の
金
銭
援
助
を
要
求
さ

れ
る
詐
欺
で
す
。
多
く
の
場

合
、
被
害
者
は
会
っ
た
こ
と
も

な
い
相
手
と
交
際
し
て
い
る
認

識
の
も
と
金
銭
を
援
助
し
て
し

ま
い
ま
す
。
犯
人
が
社
会
的
地

位
の
高
い
外
国
人
を
偽
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

3

投
資
助
言
詐
欺

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
あ
た
か
も
投

資
の
達
人
の
よ
う
な
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
成
し
て
「
必
ず
勝
て
る

株
」
、
「
未
公
開
極
秘
情
報
」

な
ど
と
投
資
初
心
者
の
関
心
を

つ
の
り
、
興
味
を
も
っ
て
連
絡

し
て
き
た
人
を
自
分
の
投
資
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
招
待

し
、
運
用
代
行
や
ア
ド
バ
イ
ス

費
用
名
目
で
多
額
の
金
銭
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。

4

詐
欺
被
害
金
回
収
詐
欺

以
上
の
よ
う
な
詐
欺
は
、
い

ず
れ
も
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
て
お

り
、
犯
人
が
特
定
で
き
な
か
っ

た
り
、
特
定
で
き
た
と
し
て
も

す
で
に
別
人
名
義
に
財
産
を
移

し
て
い
た
り
し
て
、
多
く
の
場

合
、
被
害
金
の
回
収
は
困
難
を

極
め
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い

っ
た
被
害
に
つ
い
て
一
部
の
悪

徳
弁
護
士
や
非
弁
業
者
が
「
高

確
率
で
取
り
返
せ
る
」
と
な
ど

宣
伝
し
、
手
数
料
を
も
ら
っ
て

回
収
を
請
け
負
う
も
の
の
全
く

回
収
で
き
ず
、
結
果
的
に
2
次

被
害
に
あ
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
例
に
つ
い
て
は
弁
護
士
会
が

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
と
い
え
ど
も
巧
妙
に

仕
組
ま
れ
た
詐
欺
被
害
を
救
済

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
詐
欺
は
被
害
に
あ
わ
な

い
こ
と
が
一
番
で
す
。

楽
し
て
儲
か
る
話
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1

加
山
雄
三
が
「
若
大
将
」

な
ら
田
中
邦
衛
は
？

6

沖
縄
な
ど
に
分
布
す
る
毒

ヘ
ビ

8

手
術
の
こ
と
で
す

9

雑
煮
や
汁
を
入
れ
る
木
の

器

10

感
染
症
予
防
の
医
薬
品

11

首
都
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

13

幼
な
友
達
。
…
…
の
友

14

♪
犬
は
喜
び
庭
か
け
回
る

15

…
…
に
提
灯
。
…
…
が
ら

す

17

大
谷
選
手
の
前
人
…
…
の

記
録

19

世
界
最
大
級
の
祭
り
、
有

名
な
…
…
の
カ
ー
ニ
バ
ル

21

洋
式
の
部
屋

23

音
楽
の
速
度
記
号
で
「
最

も
ゆ
る
く
、ゆ
っ
く
り
と
」

の
意

24

ユ
ー
ト
ピ
ア
は
…
…
郷

25

衣
類
の
穴
、
…
…
か
も
？

26

花
び
ら
が
重
な
っ
た
…
…

桜

27

努
力
し
て
目
的
を
や
り
と

げ
た
人
の
…
…
伝

30

卒
業
記
念
に
編
む

32

グ
ル
ー
プ
演
奏
で
歌
う
人

34

ハ
ン
チ
ン
グ
帽
の
こ
と
で

すタ
テ
の
カ
ギ

1

チ
ル
チ
ル
と
ミ
チ
ル
が
探

す
も
の

2

歌
劇
の
こ
と
で
す

3

一
心
…
…
を
も
通
す

4

大
谷
選
手
は
1
9
3
セ
ン

チ

5

大
酒
飲
み
の
人
を
ヘ
ビ
に

例
え
て
言
う
と
？

6

カ
エ
ル
は
両
生
類
、
ヘ
ビ

は
？

7

分
か
れ
る

所
、
…
…
点

12

ス
ニ
ー
カ
ー

も
ハ
イ
ヒ
ー

ル
も

16

中
世
代
に
繁

栄
し
た
巨
大

動
物

18

重
い
物
を
引

っ
ぱ
る
作
業

車

20

ア
ガ
サ
・
ク

リ
ス
テ
ィ
作

「
…
…
急
行

殺
人
事
件
」

22

日
本
全
土
に
い
る
毒
ヘ
ビ

26

…
…
を
つ
つ
い
て
ヘ
ビ
を

出
す

28

知
ら
せ
。
…
…
表
。
転
居

…
…

29

「
猫
の
恋
」
は
…
…
の
季

語

31

頭
隠
し
て
…
…
隠
さ
ず

32

イ
ヌ
も
歩
け
ば
…
…
に
当

た
る

33

除
夜
の
…
…
は
1
0
8
回

つ
く

【
応
募
規
定
】

は
が
き

〒
1
7
0
―
0
0
0
5

豊
島
区
南
大
塚
2
―
33
―
10

東
京
労
働
会
館
4
Ｆ

「
東
京
自
治
労
連
ク
イ
ズ
係
」

（
2
月
28
日
消
印
有
効
）

メ
ー
ル

件
名
に
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
1
3
7
号
」
と
記
載
下
さ
い

Tokyo.nakama.puzzle@
g

mail.com

（
3
月
1
日
午
前
0

時
ま
で
）

○
は
が
き
・
メ
ー
ル
と
も
一
人

1
通
の
み
。

○
組
合
名
ま
た
は
支
部
名
・
職

場
名
・
名
前
を
明
記
。

○
賞
品
＝
正
解
者
か
ら
抽
選
で

30
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
。

○
発
表
＝
3
月
発
行
号

職
場
の
出
来
事
、
感
想
、

意
見
、
カ
ッ
ト
な
ど
の
投

稿
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
採
用
分
は
図
書
カ
ー

ド
進
呈
し
ま
す
。

「
対
話
と
学
び
合
い
」か
ら
組
織
化
へ

２０２５年国民春闘討論集会２０２５年国民春闘討論集会

講演する黒澤氏

№
１３７

初
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ウマい話にゃ裏がある
～最近の詐欺の手口～

弁
護
士

片
木
翔
一
郎

＆

＆

中野すずらん法律事務所（最寄り駅：中野駅）

久保木亮介弁護士

2月20日㈭13時～


